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暑 中 お 見 舞 い 申 し 上 げ ま す 。 

 

今年もまた暑い夏を迎えましたが、皆さま

いかがお過ごしでしょうか。 

私は相変わらず、元気に、①本来の弁護士

業務、②都市問題を中心とした出版、講演・

講義活動、③映画鑑賞そして映画評論の執筆

と出版、④フィットネス通い、⑤友人、依頼

者との飲み会とカラオケ学習、⑥その他、と

充実した毎日を過ごしています。 

今年の暑中見舞は初の試みとして、おハガ

キではなく、封書でお送りすることにしまし

た。その理由は、近況報告すべきことがあま

りに多くなりすぎて、ハガキ 1枚ではとても

書き切れなくなったためです。  

このため、将来のことも考え、スタイルを

「坂和総合法律事務所－事務所だより－」と

し、2003（平成 15）年盛夏号をその第１号

としてお送りすることとしました。 

今後は盛夏号と正月号の２回を定期的に

発行する予定です。お楽しみに。 

またその内容についても、私からの報告だ

けではなく、皆さまの投稿や御意見を御紹介

できるようにしたいと考えていますので、ど

うかお楽しみに。 

坂和総合法律事務所 

事 務 所 だ よ り 
             第１号 2003（平成 15）年盛夏号 
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⑴ 平成１３年４月にアクセスビル６階

から西天満コートビルに移転し、すで

に 2 年余が経ちました。中古ビルを買

い取っての改装でしたが、絶好の立地

と大きさの「自社ビル」を持つことが

できたため、旧事務所での高い賃料負

担がなくなったうえ、逆に、1階・2階

の優良テナントにも恵まれました。本

当にいい決断だったと満足しています。 

なお現在、１階１０１号室(約 8 坪)

のテナントを募集中ですので、お知り

合いの方で事務所をお探しの方がいら

っしゃれば是非ご紹介下さい。 

 

⑵ 私の片腕として長い間、登記業務だけ

ではなく、難解な法律上の諸問題の検討

や準備書面の作成などを手伝ってくれ

ていた岡本雅伸司法書士が独立のため、

平成１４年１２月末日をもって、退職し

ました。 

岡本の在職中、お世話になった皆様に

はこの場を借りてお礼申し上げます。 

 

⑶ その後平成１５年 4月１日からは、溝

端啓実（みぞばたひろみ）司法書士（２

６歳）が入所しました。溝端は同志社大

学法学部を卒業後、平成１４年に司法書 

 

士試験に合格した頑張り屋さんです。社

会経験はありませんが、坂和弁護士から

の「厳しい」指導を受けながら、着実に

一歩一歩進んでいます。 

     今後は、登記関係の仕事は溝端が責

任をもって行っていきますので、坂和弁

護士同様よろしくお願い致します。 

 

⑷ さらに、今年１０月からは、第５６期

司法修習生である吉岡寛子（２６歳）が、

弁護士として入所の予定です。 

  吉岡は大阪大学法学部の後輩ですが、

大学院を卒業した才媛でありながらも

体育会系の元気さをあわせもった頑張

り屋です。私も彼女と仕事をすることを

楽しみにしていますが、皆さんもお楽し

みに。正式に入所した後、あらためてご

案内させていただきます。 

 

⑸ 事務スタッフも、今や坂和弁護士の片

腕としてなくてはならない存在である

嶋津淳子事務局長を筆頭として、スタッ

フ一同一丸となって一生懸命頑張って

います。 

スタッフの経歴等はホームページを

ご参照下さい。 

 

 
  ４ページに楽しいパーティーの写真を掲載していますので、 

                                      あわせてご覧下さい。                                                                                         

 
事務所を西天満コートビルに移転して以

来、毎年７月２５日には天神祭懇親パーテ

ィーを行ってきましたが、早いもので今年

で３回目を迎えました。今年は昨年に増し

てたくさんの方に参加して頂き、楽しいパ

ーティーとなりました。ゆっくりしていた

だけなかった方がいらっしゃったかと存

じますが、これに懲りず来年も是非いらし

て下さい。また昨年にひき続いて、猪阪泰

夫氏と鈴村征夫氏、新義輝氏による「そば

うち」は大好評でした。 

さらに今年は、歌手の『千と千尋の神隠し』のイ

メージソングを歌っている「う～み」さんのミニ

ライブという「耳へのごちそう」まであり

ました。７月２５日の天神祭懇親パーティ

ーは事務所の夏の恒例行事になりました

ので、今年参加できなかった方も来年は是

非参加して下さい。なお天神祭懇親パーテ

ィーの様子はホームページでも紹介しま

すので、是非ご覧になって下さい。 

来年は皆さまの御参加を心よりお待ちし

ています。

事務所のこと 

天神祭パーティーのこと 
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⑴ 平成１１年１２月、愛媛大学において４

日間にわたる第１回目の「都市法政策」の

集中講義を行いました。そして平成１２年

７月にこれをまとめた『実況中継 まちづ

くりの法と政策』を日本評論社から出版し

ました。この本は、その切り口の面白さや

問題提起の実践的価値等において数多く

の方に高く評価していただき、平成１３年

５月には、日本都市計画学会で「石川賞」

(弁護士活動を通した都市計画分野におけ

る顕著な実践および著作活動)、日本不動

産学会で「実務著作賞」、をダブル受賞す

るという、思いがけない栄誉に浴しました。 

⑵ これに味をしめて（？）、平成１３年１

２月に行った愛媛大学での第２回目の「都

市法政策」の集中講義についても、平成１

４年９月に『実況中継 まちづくりの法と

政策ＰＡＲＴⅡ－都市再生とまちづくり』

として日本評論社から出版しました。 

これらの著書は現在も好評発売中です。 

⑶ その後、平成１４年夏には近畿大学法学

部からも「都市政策と法」での特別講義の

要請があり、平成１５年４月から７月まで

の４回にわたって、土曜日に３コマ分の集

中講義をやりました。これについては、現

在『実況中継 まちづくりの法と政策ＰＡ

ＲＴⅢ』として出版を企画中です。 

⑷ さらに平成１６年４月からは、関西学院

大学法学部で新たに設置される法科大学

院（いわゆるロースクール）で、３年間に

わたって「都市法」の実務教官をやること

になりました。週１回の授業はとても時間

的に無理なため、近畿大学での講義と同様

に土曜日に３コマ分を集中講義としてや

る予定です。 

⑸ このように「都市法政策」についての私

の講義が定着してきたため、私としては今

後とも、「都市法政策」の講義をまとめた

『実況中継 まちづくりの法と政策』の連

続的な出版を続けていきたいと考えてい

ます。皆さまどうかお楽しみに。 

⑹ 今年の夏は、さらに別掲のとおり、驚異

的な出版のオンパレードです。 

 

 

 

第１は、『わかりやすい都市計画法の手

引』（加除式）（都市計画法令実務研究会

編、代表弁護士坂和章平）です。 

「都市化社会」から「都市型社会」へ

の移行という時代認識の下に、平成１２

年、都市計画法が３２年ぶりに大改正さ

れました。また、小泉都市再生のスロー

ガンの下、平成１４年、都市再生特別措

置法が施行されるとともに、都市計画法

も、①計画提案制度の創設、②容積率・

建ぺい率のメニューの拡充、③地区計画

制度の一部改正と整備を中心とした平成

１４年改正がなされました。このような

都市計画法の本格的な解説書は、従来、

『都市計画法の運用Ｑ＆Ａ』（加除式）（㈱

ぎょうせい）などごくわずかしかありま

せんでしたが、平成１５年７月９日、そ

の本格的なコンメンタールである『わか

りやすい都市計画法の手引』が新日本法

規出版㈱から出版されました。都市計画

法は、１９６８（昭和４３）年に制定さ

れたわが国のまちづくりに関する最も根

幹的な法律ですが、複雑で難解なため、

その解説は容易ではありません。また、

建築基準法等の関連法の解説や時代に対

応した改正をフォローすることも非常に

困難でした。この苦労を買って出たのが

本書です。本書は地方分権一括法の制定

によって廃止された通達にかわってその

ウエイトが大きくなった都市計画運用指

針や開発許可制度運用指針もふんだんに

取り入れている他、必要に応じてケース

スタディ方式を取り入れ、また参考判例

も掲載する等、まちづくりや都市計画に

関心をもつ人々にとって必携の書になっ

ているものと自負しています。定価は

11,000 円(税別)と高価なものですが、是

非、ご購入頂きますようお願い致します。 

大学での講義のこと 

出版のこと 
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歌手「う～み」さんの素敵な歌声に 

        会場はうっとり♡♡♡ 

   ありがとう「う～み」さん！    

 

  

                   

 

 

 

 

 

 おそば目当てのお客さんも大勢いました。 

 名人のうちたてそばの味を知らないなんてもったいない。 

 まだの方は来年是非どうぞ。 

３名のそばうち名人、来年もどうぞよろしく！ 

 

第２は、『注解 マンション建替え円

滑化法』（付：改正区分所有法等の解説）

です。この本は、平成１４年６月に制定

され、同年１２月に施行された「マンシ

ョン建替え円滑化法」（平成１４年１２

月改正を含む）を条文ごとに詳しく解説

した本で、弁護士坂和章平を代表とする

大阪弁護士会の有志の弁護士数名が中

心になって執筆したものですが、平成１

５年８月末、㈱青林書院から出版されま

す。「マンション建替え円滑化法」の解

説書としては、先発組として、『マンシ

ョン建替えＱ＆Ａ』（㈱大成出版社）や

『Ｑ＆Ａ マンション建替法』（㈱ぎょう

せい）などがすでに出版されています

（平成１４年１０月）が、本書はこれら

の本よりもさらに詳しい本格的コンメ

ンタールです。平成１５年３月に㈱大成

出版社から出版された『マンション建替

え円滑化法の解説』（マンション建替え

円滑化法研究会）や平成１５年７月に新

日本法規出版㈱から出版される『Ｑ＆Ａ 

マンション建替えの実務』(再開発コー

ディネーター協会マンション建替え研

究会編集)と並んで、皆様の「マンショ

ン建替え」の実務に十分役立つ本格的な

解説書に仕上がっているものと自負し

ています。是非、これもご購入下さいま

すようよろしくお願い致します。

〔第３回（2003 年）天神祭ﾊﾟｰﾃｨ―の様子〕 

 

 
 

〔近畿大学での講義の様子〕 
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今年も大活躍！猪阪泰夫氏 

←「う～み」さんの伴奏で 

自慢ののどを披露する

坂和弁護士  

花火のかわりに 

輝く「う～み」さんを見れて 

し・あ・わ・せ→ 

真面目な授業もできるのです。 
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〔ご購入をお願いします〕 

以上のように、私の出版物が多くなってき

たため、皆様の御購入の便宜を考えて、別紙  

のとおりの「購入申込書」をつくりました。 

 

 

 

 

是非、この機会にこの購入申込書を利用して、

私の各出版物をご購入いただきますよう、よ

ろしくお願い致します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑴ 平成１３年１０月、坂和総合法律事務所の

ホームページを開設しました。アドレスは下

記のとおりです。 

ホームページアドレス： 

http://www.sakawa-lawoffice.gr.jp 

このホームページ開設を契機として、私に

とっては、その「趣味のページ」で映画評論

を書き、ホームページに掲載することが楽し

みとなりました。私は昔から「映画大好き人

間」でしたが、ホームページへの書き込みは

よほど自分の性に合っていたようです。今や

映画を観に行き、その翌日にはすぐにその評

論を書くというスタイルが定着してしまい

ました。 

さらに、このホームページの開設が縁で、

いろいろな映画関係者の人達とも知り合う

ことができました。 

⑵ そこで、平成１４年６月にはホームページ

に掲載していた私の映画評論をまとめて『Ｓ

ＨＯＷ－ＨＥＹシネマルームⅠ～二足のわ

らじをはきたくて』を出版し、皆さんに楽し

く読んで頂くことができました。 

 

映画のこと 

 

 
 

〔こちらも好評発売中〕 ただいまパートⅢを企画中！ 

 

１０００頁に及ぶコンメンタール！ 

 

念願かなって第１弾を出版！ 

第２弾！詳細は６ページにて…。 

http://www.sakawa-lawoffice.gr.jp/
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⑴ そして今般、平成１５年７月、シネマルー

ムⅡとして、『社会派熱血弁護士、映画を語

る ＳＨＯＷ－ＨＥＹシネマルームⅡ』がオ

ール関西㈱から出版されました。 

   その内容は盛りだくさんです。 

   特集１は、「日中戦争と近代中国を考え

る」と題して、『戦争と人間』、『鬼が来た！

（鬼子来了）』、『さらば、わが愛／覇王別姫』、

『活きる』、『小さな中国のお針子』、『ホタル』

を、 

   特集２は、「坂和的アカデミー賞作品の考

察」と題して、２００３年第７５回アカデミ

ー賞候補として下馬評が高かった『ギャン

グ・オブ・ニューヨーク』、『第二部 ロード・

オブ・ザ・リング－二つの塔－』、『シカゴ』、

『戦場のピアニスト』を、 

   さらに特集３は、「至高の時代劇２作」と

題して、『たそがれ清兵衛』、『壬生義士伝』

を取りあげています。 

   そして弁護士坂和章平がこの１年間に観

た７０数本の映画を、 

  ①「戦争は映画だけにしてもらいたいもの

です。」 

  ②「テロ・ＦＢＩ・ＣＩＡ・スパイ映画」 

  ③「人間って素晴らしい！愛や人生につい

て考え、感動しよう！」 

  ④「きれいな女優さんは好きですか？」 

  ⑤「好！好！好！中国映画祭だよ。」 

  ⑥「サイコ・サスペンスは怖い！面白い！」 

  などのテーマに分類して評論しています。 

   この中には、２００３年６～７月に公開

される『コーリング』や『アバウト・シュミ

ット』、『ダブル・ビジョン』、『風の絨毯』、『メ

ラニーは行く！』なども評論されています。

面白いですよ！ 

 

⑵ 坂和弁護士は、最近、業界関係者の出入り

する「試写室」にも時々お昼間から通ってい

ます。そして公開１～２ヶ月前の映画を試写

室で観てその映画評論を書いています。 

近いうちに天下の○○新聞や△△新聞、そ

して××雑誌に「弁護士坂和章平による映画

評論」の連載が始まるかもしれません。さて、

そうなれば、坂和弁護士は弁護士稼業と映画

評論家稼業のどちらを選ぶのでしょう

か・・・？ 

  そんな「半分夢、半分現実」みたいなこと

を考えながら、坂和弁護士はせっせと新作映

画を鑑賞し、そして観た翌日には必ずその評

論を完成させています。 

これって、すごいことですよね・・・？好

きなことを、好きなようにやることが人間の

バイタリティの源だということがよくわか

るというものです。 

  この『ＳＨＯＷ－ＨＥＹシネマル－ムⅡ』

は、定価１５００円で、書店で販売されます。

坂和弁護士の映画評論は近年亡くなった淀

川長治さんをはじめ、水野晴郎氏や浜村淳氏

などの名だたる映画評論家の評論には到底

及びません（半分謙遜気味？）が、その「切

り口の面白さ」と「学問的（？）価値」、そ

して「スケベ心」においては、それほどヒケ

をとるものではないと自負しています！ 

  皆さん是非読んでみて下さい！そして映

画を観て、私の評論に対する御意見や反論を

お寄せください。 

 

⑶ 平成１５年５月以降も、精力的に試写室や

映画館通いをしていますので、すぐに「ＰＡ

ＲＴⅢ」出版の企画をしないと間に合わない

ような状態となっていますので、さてどうし

ようかと思案中（？）です。 
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日曜・祝日の難波にあるサウスタワーホテル

でのフィットネスは完全に習慣となり、よほど

のことがない限り、実行されています。 

１０㎞走（約７０分・７５０kcal）と９０分

のステップ（１０００kcal）は定番で、これを

やらないと一週間の身体のリズムが狂ってし

まいそうです。そのあおりで、ゴルフプレーは

めっきりと減り、年間数回という状態ですが、

運動としてはフィットネスの方が格段にベタ

ーと割り切っています。また北新地にある全日

空ホテルのフィットネスクラブで３０分ほど

泳いでサウナという「平日の晩」用のスタイル

も、週一度は実現したいと思っていますが、こ

れは映画館通い、そして飲み会の頻度とのかね

あいの問題です。しっかり自己コントロールを

しながらバランスよく楽しみたいと思ってい

ます。 

 

 

 

 

 

  

事務局長からひとこと、私と先生との約１６

年間にわたる「戦い」について書いてみたいと

思います。１９８７（昭和６２）年９月、就職

のための面接を受け、「大学の授業がない時は

バイトにおいで」と言われ週５日アルバイトを

して、翌年の４月正社員になりました。私が入

所した時はまだ３８歳だった（私は髪の毛で５

５歳と勘違いしていましたが）先生の怒鳴り声

は今よりも格段に激しく、事務所には毎日数回

にわたり「空襲警報」が鳴り響いていました。

幸い私は直接「爆撃」を受けることなく、見る

もの聞くものすべてが新鮮で楽しく、バイト料

で裕福にもなり、満足していました。しかし幸

せはそう長くは続かないもので、気楽な「下働

き」から担当事件が増えるにつれ、先生の（私

からすれば）わがままに接することとなり、手

は拳、頭では「坂和のアホ、ボケ・・・（あと

はご想像にお任せします）」を念仏のように唱

える毎日になりました。しかし、けなされると

やる気が倍増する私は「逃げてたまるか！」、

「そっちがそうならこっちも！」と、先生が出

張で留守の時は余計にたくさんの仕事を処理

し、「こっちはこれだけやったのだから、あと

は弁護士がきちんとさっさとチェックしろ」と、

いかに先生をいじめる（？）かに「快感」を見

出すようになりました。スキをみせると「敵」

（坂和）にやられるため、真面目にたくさん仕

事をせざるを得なくなり、結果、「はめられた」

ような気もしますが、私には、平和でほのぼの

した生活よりも、「やるかやられるか」の生活

の方が性に合っていたようです。依頼者の方か

らよく「先生は厳しいから大変ですね。よくが

んばってるね」と温かいお言葉をかけていただ

きますが、実は先生もいじめられ苦労している

わけですから、たまには「先生も大変ですね」

とねぎらってあげて下さい。ただ、最近は先生

も丸くなり、少し「いい人」なので、あんまり

いじめず、かなり「単純な」性格を利用し、上

手におだてて働いてもらって（？）います。 

  このような「ケッタイ」な事務所ですが、

仕事は真面目に、的確・迅速をモットーに取り

組んでいますので、今後ともよろしくお願い致

します。 

事務局を代表して嶋津事務局長のひとりご

とでした。 

 

 

 

フィットネスのこと 

事務局長のひとりごと 
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平成１４年８月に、自宅を下記に移転しましたので、住所録の訂正がまだの方は訂正をよろし

くお願い致します。 

記 

（新住所）                （旧住所） 

〒530-0047                〒543-0051 

大阪市北区西天満 3 丁目８番４－1201 号   大阪市天王寺区四天王寺 1 丁目 2 番 14－1303号 

   朝日プラザ西天満                  ドゥーシェ夕陽ヶ丘 

 TEL 06(6312)1789,FAX 06(6312)1788               

 

  これは、事務所から徒歩 1 分のマンション

で、１２階建ての最上階を一人で占領していま

す。中古のマンションですが、場所がベスト、

そして広い最上階を独り占め、という魅力に惹

かれて四天王寺のマンションから移りました。  

  改装は、お風呂など最小限なものにとどめ

ましたので、「豪華マンション」というわけに

はいきませんが、広くて、風通しがよくて、解

放感抜群、という環境が気に入っています。 

  是非一度お越し下さい！！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地下鉄谷町線・堺筋線「南森町」徒歩５分 

地下鉄堺筋線「北浜」徒歩６分 

地下鉄御堂筋線・京阪「淀屋橋」徒歩１０分 

ＪＲ東西線「大阪天満宮」徒歩６分 

 

引越しのこと 

 

＊＊＊業務時間＊＊＊ 

 

平 日 午前９時～午後６時 

土曜日 午前９時～午後３時 

  業務時間外の相談を御希望の 

方はお申し出下さい。 

 

相談にこられる際は日時の予約を 

していただき、関係資料を一式持参 

して下さい。 

 

また相談内容のメモを事前にｆａｘ

もしくはメールにていただければ 

幸いです。 

〔坂和総合法律事務所 業務時間ならびに周辺地図〕 


